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地域遺産に対する川崎市民の保全意織の形成に関する考察

一地織のエコミュージアム化に関する研究その4-

正会員O石川宏之・2

!司 大尉{一興・2

-はじめに・

19ω年代後半lこフランスで発得したエコミュージアムは，多

織なt血峨i.111tt'1を住民参加によって保全・活用し.生涯学習

の織として地峻づくりをすすめる博物館である.日本でも，近

年環疫学習やまちおこしと連動したエコミュージアムが試みら

れつつある.本研究lま，博物館活動における祭場E保全の←つの

手法としてエコミュージアムに若門し，地域週1;置に対する住民

の保全滋謙の実状について明らかにすることを闘的とする.

・研究方法と網.a蔓・

対f41.J也はdi伐と行政とのパートナーシップにより「多摩川ヱ

コミュージアム術怨Jω を推進している川崎市を対象地とし

た.糊塗手側として.まず予備調1i.において川崎市民が保全し

たい地峻遺産を犯録するために2つの市民凶体を交えて45カ所

の滋1Fの選定をおこなった.つぎにその他減遺F主に対し)11崎市

民の認知・訪問と保全意識について1998年llflに郵送による

アンケートをおこなった.山 なお対総背は.}II餓市在住の成人

気泡人を 1998年10月1日現在の住民釜本台"に1毒づき層化二

段無作為摘出したものである.市民の有効問客数は215(回収

事:23.8%)であった.

・市民の保会意E僚とその保全理由・

側 1 は市民の保全意識が商いもの川からJ~fiに 12箇所をあ

げ.それぞれの倒答者の在住区の内釈を示したものである.回

答.首数でみると川崎大舗が最も多く.つぎに生倒緑地.等々力

緑地など白然違P置が続く.図2から地峻遺産をカテゴリーllllに

分け保全意波の高いものから阪に主主ぺその織に認知者歎と訪問

図1 It!l員長遺産に対する川餓市民の保全~

-g-r;:を示したものでめる.まず自然違lV.の保全J!Jl自についてみ

ると，全般に fm民に広〈意見しまれている』割合が大きい.ま

た文化遺産をみると全体的に『隆史的価値があるIの占める割

合が大きいが.111術大師については f市民に広く縦しまれてい

る』割合も大きい.これから地袋遣まに対する市民の保全B謙

を高めていくには.市民に広く貌しまれる価値観をJI!!域逃走に

見い出すことが必要であると思われる.

・地主義過還に対する訪問と保全意後との関係・

1~2 から保全意織と訪問との関係を自然遺fÞ.についてみると

全般的に助問者数が多いものは保全意識もおい.しかし文化遺

買をの中にはalif同省'数が多いものに対して保全怠滋も刈いとは必

ずしもdえない. 図 3 と 41主治主主遺産に対するけH~の認知や訪

問と保全愈ぷについて 'A文化遺度j・'.度業遺産j・r.自然

遊R;J)JIIに示したものであるが.認知Jf ・ ~rJIr.数と保全意議

r，:~とも多いものに等々力緑地や1:図緑地Jなどの白然ìrtJlJ1が多

くみられる.さらに紡問者数と保全意謙者数の関係をみると.

ー登戸研究所跡』 ω は図の友織に位但し.2方UlJしたことはない

が保全忍・泌を1.';つ人のいることを示しており.j，くの人々にそ

の価値が認められているものである.-}j， r川崎市役所本館j

や 「向ケ丘遊園北口駅~J は日常生活において身近な(1n:であ

るが，訪問したことはあっても保全意議を持た必い人が多い.

妥 1から紡1111と保全窓織との相関係数をおiべてみると0，8135で

強い相凶がみられ.地域i量産に対し市民のめillJl<f数が多ければ

保全意裁も再買いことがわかる.また図 1から保全，IU聖者の在住

区の内訳をみると川崎大師は市成金体に及んでいるが.等々)J
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的.l且Blの所在地と同じ区突のみピースを分継して示している.

A Study on the Relationship bctwcen lnhabitants' Recognition and Heritagc Conser'¥'alion 

-Study on Planning of Ecomuseum Part4ー
ISHIKAWA Hiroyuki and OHARA Kazuold 

-79-



緑地はその所在する白地区住民の占める古1)合が大きい.また図

5から45カ所の遣をに対し保全;意滋をt.?つ住民の占める剣合H

をみると，全般的に)1Mの所CE地と同じ~l孟の住民がそれを保全

対象としてあげる傾向にある.

・まとめ・

係企意ぷの高いt色峻i1Ui'iとその訪問:lfは.以下の通りである‘

①保全;tl，謙の高いものは肉然ift}まであり，その訪問者の多く

は白地灰住民でめる.

② 保全意S躍を高めていくには.市民に広く綬しまれる価値観

を地峻遺産に見い出すことが必袈である.

③保全;{g践は， !!/jllllと強い相関関係にあることから池峻遺産

をviれることで芽生えると思われる.ただし『受戸研究所跡Jの

ようなものは訪問によら宮、muゃ教符により保全意識が形成さ

れており.このことからも保全窓泌の低い遺産対しては市民に

広く税しめる教禽Tゆプログラムを災織することも極主要であろう.

餅辞

本研究を進めるにあたり多J管川エコミュージアム構惣関係者の方々に

ご助カを仰ぎました.ここに犯して感謝のおを袋します.なお本研究の

-(ltは平成10年度笹川f中学研究助成によっておこなわれたものである.

tt 
(1) 本絡ではI也繊のf)J縞物財が生。r~，‘している!l:.態系を自然遺ø:.人々

が熔ってきた社会生活に側わる動的・不動的財や無形ft;tを文化遺

B;.特にその中で産業界の発肢の涯樋となる動的 ・不動的財を産

業遺産とし.以 FそれらH主体してI也峻遺lJfとfi!す.
(2) r多鯵川エコミュージアム情足! は.多摩川とそのifl繊の符性に

ふさわしい水と緑をいかし.うるおいとやすらぎのある快適なま

ちづくりをめざし，神奈川県川島寄市が策定したものである.

(3) ここでは保全怠泌を従えるため45側所の民主峻遺産の中から F守

り・伝え ・広めていきたいもの を3つまであげてもらった.訪

問と認知については45館所会てについて f訪れたことはあるJ

と f知っているが訪れたことはないJを記してもらった.

(4) 各地繊の週1B.:について f守り・伝え ・広めていきたいものjに

対する回答J':~の多いものほど「保全窓織が高い』とした. 表 1

(5) 太・F祥事t"I'砂防にそこで化学兵2~の開発がtrわれた所である.

(6) (JJ哩区住民の保全;憲民一(:111:の所在地と悶じ埠区の住民でそれを侭

全対象としてあげた人欽)/ (泡1liの所在地と閉じ地区の住民数}

他地区伴氏の保全窓~'t~ (巡航の所在織と9もなる地区の住民でそ

れを保全対象としてあげた人の総数)/ (週1&の所在地とJtなる地区

住民の総数)

図3 t也首長iAP1の~知と保全1霊園鹿
市00人

図4 地繊遺産の勧問と保全意餓
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図5 白地区・他地区住民の保全意撚
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